
 

歴史的風致形成建造物の指定について 

 
１ 指定候補物件 

  常徳院（門） 長野市大字長野元善町６１５番地（詳細は４頁参照） 

 
２ これまでの経過 

 令和３年１月 20日  所有者から歴史的風致形成建造物指定提案書を受領 

 令和３年２月 22日   令和２年度 第２回長野市歴史的風致維持向上協議会 

歴史的風致形成建造物指定の候補について報告 

 令和３年７月７日   所有者から歴史的風致形成建造物指定同意書を受領 

 令和３年７月 12日   長野市教育委員会から歴史的風致形成建造物指定意見書を受領 
 
３ 長野市歴史的風致維持向上計画上の位置付け 

 長野市歴史的風致維持向上計画（以下「歴史まちづくり計画」という。）第８章１「歴史

的風致形成建造物の指定の方針」の中に「本市の歴史的風致を形成する重要な構成要素で

ある歴史的建造物のうち、重点区域における歴史的風致の維持及び向上を図る上で重要な

ものを歴史的風致形成建造物として指定する。」と記載されている。 
 
４ 歴史的風致形成建造物の該当指定基準 

 歴史まちづくり計画第８章１「歴史的風致形成建造物の指定の方針」の中に記載されて

いる「◎歴史的風致形成建造物の指定基準 １．文化財保護法（昭和 25 年法律第 214 号）

第 57 条第１項に基づく登録有形文化財、同法 132 条第１項に基づく登録記念物」に該当す

る。 
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５ 歴史的風致形成建造物の指定までの流れ 

※歴史的風致形成建造物の指定は、建造物の所有者等（共同所有等、所有者が複数おら

れる場合は、その全ての方）の意見を聞いて行うものであり、強制するものではござい

ません。所有者等の承認を得られない場合は、歴史的風致形成建造物の指定の手続きを

行いません。 

長野市・所有者等 

建造物の所有者等 

への制度説明 

同意 

現地調査 

資料作成 

確認 

第三者機関から意見聴取 

（長野市歴史的風致維持向上協議会） 

指定 

指定通知 

標識の設置 

教育委員会からの 

意見聴取 

指定意見書の提出 

同意書の提出 

個別事前相談 

（１）長野市は、歴史的風致形成建造物の指定の候補

となる建造物（以下「候補建造物」という。）の

選定を行います。また、建造物の所有者等から

指定の提案も可能です。 

（２）候補建造物の所有者等の方に制度の説明を行

い、指定に向けてご相談等をさせていただきま

す。 

（３）歴史的風致形成建造物の指定について、所有者

等の同意が得られましたら、資料作成に伴う調

査のご相談をさせていただきます。 

（４）歴史的風致形成建造物の指定に際し、必要とな

る図面・調書等の資料作成のため、候補建造物

の調査を行います。 

（５）作成した資料について、所有者等にご確認して

いただきます。 

（６）歴史的風致形成建造物の指定について、第三者

機関（長野市歴史的風致維持向上協議会）から

意見の聴取を行います。 

（７）長野市歴史的風致維持向上協議会から意見結果

に基づき、長野市が候補建造物を歴史的風致形

成建造物に指定します。 

（８）建造物の所有者等に歴史的風致形成建造物の指

定通知をお渡しするとともに、標識設置をお願

いします。 
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６ 歴史的風致形成建造物の指定に伴う支援 

(1) 歴史的風致形成建造物の修理・修景に係る補助支援 

歴史的風致形成建造物の指定を受けた建造物については、予算の範囲内において、

修理・修景に係る補助を受けることができる。 

補助制度を活用する場合、長野市と所有者で一般公開に関する協定を締結する。 

＜協定内容＞ ・公開範囲 ・協定期間（10 年以上） 

・建造物の維持、管理及び変更に関する事項 ・その他 

 

７ 歴史的風致形成建造物の指定に伴う義務等 

(1) 所有者の管理義務 

・歴史的風致形成建造物の指定を受けた建造物の所有者及び管理者は、建造物の保全

に支障を来さないよう、適切に管理する義務が生じる。 

(2) 増築等の維持、保全、継承に伴う制約 

・建造物の増築、改築、移転又は除却を行う場合には、着手する日の 30 日前までに、

市長に届け出る必要がある。市長は、建造物の保全に支障を来すものであると認め

るときは、設計の変更等必要な措置をとるよう勧告することができる。 

（歴史まちづくり計画第８章２（３）「届出が不要の行為」より、登録有形文化財

で、文化財保護法第 64条に基づく現状変更の届出を行った場合は届出不要） 

・指定を受けた建造物が、重要文化財建造物及び重要伝統的建造物群保存地区内の伝

統的建造物群を構成する建造物に指定された場合、又は滅失、毀損その他の事由に

より指定の理由が消滅した等の場合は、指定を解除する。 

・建造物の所有者が変わった時には、新しい所有者は、市長に届出が必要となる。 
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写真１ 

写真２ 
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